
国語科学習指導案（３年４組） 

令和３年６月 17 日（木曜日）14:45～15:35 ３年４組教室 

 

１ 単 元 物語の設定に着目して読み、「私」を解説する文章を書こう（教材名「私」） 

 
２ 単元の目標 

(1) 情報の信頼性の確かめ方を理解し使うことができる。 

(2) 文章を批判的に読みながら、文章に表われているものの見方や考え方について考えること 

ができる。 

(3) 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我が国の言語文化に 

関わり、思いや考えを伝え合おうとする。 

 

３ 単元設定の理由 

(1) 教材観 

①単元の価値 

 本単元は、物語の設定に着目して読み、「私」を解説する文章を書くことを通して、登場人物

の設定や物語の展開の意味を考え批判的に読む力を高めていくものである。 

 登場人物の設定を整理する活動では、登場人物の個人データに対する考えを比較することを通

して、情報を受信する際にも発信する際にも、その情報の事実関係や裏付ける根拠に気を配ると

いった、情報の信頼性についての確かめ方を理解し使う力を高めることができる。文章を批判的

に読み進める場面では、根拠となる部分を基に考えたことを伝え合うことを通して、作品の価値

について論じたり登場人物と自分の考え方の違いを考えたりする力を育成することができる。 

②単元の系統性 

・第１学年の「音を追いかけて」では、登場人物の行動や情景描写を基に、場面ごとに揺れ動く

登場人物の心情の変化を捉える力を身に付けてきた。 

・第２学年の「タオル」では、登場人物の言動の意味に着目して、「タオル」について語り合う

ことを通して、登場人物の言動が話の展開にどのように関わっているかを考える力を身に付け

てきた。 

(2) 生徒観（男子 17 名、女子 17 名 計 34 名）  

・知識・技能については、構成を考えて主張を書く学習において、主張の根拠となる事柄に対す

る情報源を書籍や web ページを用いていた様子から、情報の信頼性の確かめ方を理解し使う力

が十分に身に付いていない様子が見られた。これは、同じ事柄に対する複数の情報源から収集

した様々な情報を照らし合わせながら確認する活動が十分ではなかったからだと考えられる。 

・思考・判断・表現については、「なぜ物語が必要なのか」の教材において、生徒のワークシー

トや振り返りの記述から、随筆の特徴に着目して文章を読み、書き手の工夫を捉える力を身に

付けている。これは、二つの随筆を比較し、それぞれの文章の共通点や相違点を考える活動を

設定したからである。しかし、「字のない葉書」の教材において、人物の設定や物語の展開の

意味を考える力が十分に身に付いていない生徒が見られた。これは、登場人物や物語の展開と

書き手が伝えようとしていることを結び付けて考える機会が十分ではなかったことが原因であ

ると考えられる。 

(3) 指導観 

・初発の感想をデジタルのアンケートで集約し、文章への理解度や文章の疑問点を全体で共有す

ることで、単元の課題を学級全体で簡明に設定することができるようにする。 

・ロイロノートのベン図を用いて登場人物の人物像を整理することで、三人の登場人物の性格や

特徴について、文章中の叙述や人物の関係性を確かめながら捉えることができるようにする。 

・どの登場人物に共感するのかを Google スライドの共有シートに名前を表すことで、それぞれ

の人物の情報に対する捉え方の違いなどから、作者が読者に何を考えさせようとしているのを

捉えることができるようにする。 

・「設定」という学習用語を意識して文章を再読する活動を設定することで、文章を対象化して

書き手の意図や作品の価値について論じる力を育成することができようにする。 
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４ 指導と評価の計画  国語  ３年  

単元「物語の設定に着目して読み、「私」を解説する文章を書こう」（全５時間計画） 

目
標 

(1) 情報の信頼性の確かめ方を理解し使うことができる。 

(2) 文章を批判的に読みながら、文章に表われているものの見方や考え方について考えることが

できる。 

(3) 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関わ 

り、思いや考えを伝え合おうとする。 

 

 

評
価
規
準 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

情報の信頼性の確かめ方を理解 

し使っている。(2)イ 

「読むこと」において、文章を 

批判的に読みながら、文章に表 

われているものの見方や考え方 

について考えている。Ｃ(1)イ 

粘り強く物語の設定の仕方に着 

目して読み、今までの学習を生 

かして、解説する文章を書こう 

としている。 

過
程 

時
間 

◎目標・課題 ○学習活動 
重
点 

記
録 

備考 

つ 

 

か 

 

む 

１ 

◎「私」を読み、登場人物や場面の

様子を整理することを通して、物

語に対する自分の意見をもつこと

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「私」を通読し、登場人

物や場面を整理する。 

○前半部と後半部の出来事

を整理し、「私」「若い

女性」「女性司書」の言

動を確認する。 

○物語に対する自分の考え

をまとめ、タブレット端

末に入力する。 

○文章への理解度や文章の

疑問点を全体で共有し、

クラス全体で単元の課題

と言語活動を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

追 

 

究 

 

す 

 

る 

１ 
◎三人の登場人物の性格や特徴を整 

 理することを通して、文章中の叙

述や人物の関係性を確かめながら

読むことできる。 

 

 

 

 

○個人で三人の登場人物の

特徴や性格を考え、ロイ

ロノートのカードに記入

する。 

○カードを全体で共有し、 

それぞれの登場人物の人

物像について整理しなが

らまとめる。 

○登場人物の人物像をタブ

レット端末のシンキング

ツールで整理し、登場人

物同士の共通点や相違点

を明らかにする。 

知 ○ 知：ワークシート 

  行動観察 

・三人の登場人物

の性格や特徴に

ついて、文章中

の叙述や人物の 

 関係性を確かめ

ながら捉えるこ

とができてい 

る。 

「私」を読み、登場人物や場面の

様子を整理し、物語に対する自分

の意見をもとう。  

本単元における言語活動： 物語の設定に着目して読み、「私」を解説する文章を書く  

単元の課題： 物語の設定に着目して読み、「私」を解説する文章を書こう  

本時はＣ(1)ア

に基づいて学習

状況を捉え指導

を行うが、単元

の目標としてい

ないことから、

本単元の評価に

は含めない。  

「私」「若い女性」「女性司書」

の性格や特徴は何だろう。  
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追 

 

究 

 

す 

 

る 

１
（
本
時
） 

◎「私」「若い女性」「女性司書」

の特徴的な相違点や共通点に着目

し、それぞれの人物の設定にはど

のような意味があるのかについて

考えを交流することを通して、作

者が読者に何を考えさせようとし

ているのかを捉えることができ 

る。 

 

 

 

 

○三人の登場人物の相違点

や共通点を整理し、登場

人物の設定の意味を考え

る。 

○情報と個人の関係の捉え

方の違いを考え、それぞ

れの登場人物がどのよう

な人物として設定されて

いるのかを捉える。 

○どの登場人物に共感でき

るのかをGoogleスライド

を用いて表現し、全体で

互いの考えの理由を共有

する。 

○作者が読者に何を考えさ

せようとしているのかを

考え、全体で交流する。 

思 ○ 思：ワークシート 

  行動観察 

・「私」に描かれて

いる登場人物の

設定の意味を考

え、それぞれの人

物の情報に対す

る捉え方の違い

などから、作者が

読者に何を考え

させようとして

いるのを捉える

ことができてい

る。 

★学習用語「設定」 

学習用語の習得 

☆協働的な学び  

１ 

◎「私」の解説文を書くために自分に

とって必要な情報を集めることを

通して、作品に対する理解や情報に

対する自分の考えを深めることが

できる。 

 

○「学びナビ」を活用し、

「記号」と「象徴」の違い

について理解する。 

○「私」について書かれた

論文や個人情報に関する

書籍などを参考に、個人

情報と個人の関係の捉え

方に対する自分の考えを

まとめる。 

○解説文の作成に向けて、

登場人物の設定や物語の

展開の意味を踏まえて、

自分の考えと集めた情報

を整理する。 

態 ○ 態：振り返り 

  行動観察 

・個人と情報に関

する自分の考え

を深めるために、

自分の課題に合

った情報を集め、

解説文を書く際

に生かそうとし

ている。 

☆個別最適な学び  

ま 

 

と 

 

め 

 

る 

１ 

◎物語の設定や現実社会における個

人情報の課題点を踏まえて「私」

を解説する文章を書くことを通し 

て、作品の価値について自分の考 

えを深めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯解説文の観点と構成を確

認し、「私」について解

説する文章を書く。 

◯書いた文章をロイロノー

トで共有し、感想や意見

などのコメントを書き合

う。 

◯他の班の人にも紹介した

い文章を選び、紹介した

い理由とともに全体で発

表する。 

◯単元を振り返り、物語の

設定に着目して読み進め

ることで、分かったこと

や次に生かしたいことな

どを考える。 

思 ◯ 思：解説文 

  振り返り 

・文章を批判的に

読みながら、根

拠となる部分を

基に考えたこと

を明確にし、作

品の価値につい

て論じることが

できている。 

 

★学習用語「設定」 

学習用語の活用 

テクストの再読 

 

 

 

 

 

 

現実社会と比較しながら「私」の

解説文を書き、情報と個人の関係

について自分の考えをもとう。  

作者は登場人物の設定を工夫する

ことで読者に何を考えさせようと

しているのか。  

解説文を書くために自分にとって

必要な情報は何だろう。  
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５ 本時の展開 （３／５） 

(1) 目 標  

 「私」「若い女性」「女性司書」の特徴的な相違点や共通点に着目し、それぞれの人物の設定

にはどのような意味があるのかについて考えを交流することを通して、作者が読者に何を考えさ

せようとしているのかを捉えることができる。 

(2) 展 開 

学習活動と予想される生徒の反応 指導上の留意点及び支援・評価 

１ 前時の活動を振り返り、本時の 

課題をつかむ。 

○登場人物の性格や特徴をベン図に

まとめた活動を振り返る。 

 

 

２ 三人の登場人物の相違点や共通

点を整理し、登場人物の設定の意

味を考える。 

○三人の人物の特徴的な相違点や共

通点を明らかにする。 

○どの登場人物に共感できるのかを

考え、全体で理由を共有する。 

・「二重の情報」に対する捉え方に

三人の特徴が表れているな。 

・「女性司書」のように情報を信頼

する考えを否定できないからこ

そ、「若い女性」の抱える不安も

理解することができるな。 

３ 作者が読者に何を考えさせよう

としているのかを考える。 

○作者の意図を全体で交流する。 

・「私」を男性として設定すること

で、他の二人と対比しやすいよう

に工夫している。 

・情報に対する捉え方の違う人物を 

設定することで、情報と個人の関 

係を考えさせようとしている。 

・情報で個人を規定することの問題 

 や怖さ、危険性について読者に考 

えさせようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習を振り返る。 

○どのように読み取り作者の意図を

考えたのかを振り返る。 

○前時に生徒がタブレット端末で作成した人物像の図を 

 教師が印刷しておくことで、本時の課題である登場人

物の設定の意味を考える活動が充実したものとなるよ

うにする。 

 

 

○「二重の情報」に対する捉え方や、個人と実体のどちら

を重視するのかといった特徴的な相違点や共通点を話合

いの観点とすることで、物語の中心に関わる登場人物の

設定について十分に考えられるようにする。 

○情報と個人の関係の捉え方を全体で共有することで、 

「若い女性」は、個人情報（記号）により実体の存在が 

脅かされる不安を抱え、「女性司書」は、情報は個人の 

記号であると信じて疑わない、「私」は実体としての存 

在を絶対視する人物として描かれていることを理解でき 

るようにする。 

○どの登場人物に共感するのかをGoogleスライドの共有シ

ートに名前を表すことで、話合いの観点を焦点化させて

考えを交流することができるようにする。 

○各登場人物がどのような人物として設定されているのか

を基に作者の意図を考えさせることで、本文の叙述を根

拠に自分の意見をもつことができるようにする。 

○作者の意図が登場人物の設定に表れていることをおさえ

た上で、場面の設定や題名についても考えるよう伝える

ことで、様々な視点から「私」に描かれている世界観を

捉えることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○振り返りシートを記入する時間を設定することで、生

徒一人一人が、学習内容だけでなく、どのように学ん

だのかについても考えられるようにする。 

 

 

 

課題：作者は登場人物の設定を工夫することで読者に何を考えさせようとしているのか。 

【思考・判断・表現】 

「私」に描かれている登場人物の設定の意味を考え、そ

れぞれの人物の情報に対する捉え方の違いなどから、作

者が読者に何を考えさせようとしているのを捉えるこ

とができている。    （ワークシート・行動観察） 

＜まとめ・振り返り＞ 
・情報と個人のどちらを尊重・信頼するかに着目すると、「女性」は個人、「司書」は情 

報、「私」はどちらかというと個人となっていることが分かり、この作品は、読者に対 
しても情報と個人がどのような関係にあるかを考えるように工夫されているな。 

・三人の登場人物は情報に対する捉え方の違いから、それぞれの考えが直面する問題があ
るが、語り手「私」はそこに気づいていない人物として設定されることで、読者に私を
証明することの困難さを考えさせるきっかけを与えてくれる作品となっているな。 

＜「学びの質」を高めるための具体的な手立て＞ 

・「学習用語」を身に付ける活動とテクストの再読を結び付けた単元の設定 

・デジタルシンキングツールを活用した思考の可視化の工夫 


